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報告書案へのコメント 

尾本 

 

１． 提言に関する意見 

 

（１）安全性向上を議論しているのに規制との係わりの議論がない。NEI ほか 

米国からの話には有ったし、WG ではないが、日米 PRA round table でも面

白い意見交換があり、更には前回の WG でもオブザーバーからこの件につい

て発言があった。多分、取り組む姿勢の中で、規制との相互不信の無い対話

への期待を書いて良いのではなかろうか（事業者だけに求める事では勿論無

いが） 

 

（２） 取り組む姿勢の中で「批判的思考」が言及されているのは良いが、具体 

的な取り組みが提言されていない。既に INPO 報告ほかでも福島事故での具体

例として、事故期間中の状況分析やとるべき行動について組織内で異なったグ

ループによる検討がなかったことが議論されているし、当直内部で安全を別の

目で見る技師の有無も仏や米とも異なる。これらを勘案した取り組みが提言さ

れる、あるいは、呼応した事業者方針でいずれ考えられて良いのではないか 

 

（３） 産業界団体の在り方について、米国からその歴史を含め情報提供があ 

った。これを踏まえた日本がどう考えるかが提言にない。日本の産業界がだす

見解でカバーされる事項であろうが。 

 

（４） 「深層防護の充実」のところは、「第四層以降のマネジメント」と「網 

羅的なリスク評価」が処方箋であるかのように書かれているが、事故の背景に

は必ず設計の問題がある。第一層を含めた safety by design も提言で触れられ

て良いのではないか。 

 

（５） ロードマップが提示されているのは大変良い事であるが、更に以下の補

強も考えられる。 

１） 一般的にロードマップは、マイルストーンを定め、そこ迄に何を達成

するかが書かれる。提案のロードマップはマイルストーンとその時の

達成目標に欠ける。事業者がこれを踏まえて作成するであろうロード

マップではこれらを盛り込んで欲しい。例えば、外因事象を含めたレ

ベル３PRA 実施とその時期。 

２） 何を達成するか、達成したかの判断にはできるだけ定量的な指標を今

後作って欲しい。書かれている項目では定性的かつ曖昧過ぎて、達成

度判断に馴染まない 

３） 航空から学ぶ事が多いと１１月の WG でも申し上げたが、その一例と

して、航空では規制当局/航空機メーカー/航空会社さらには組合や空港

も一緒になってグローバル航空安全ロードマップ（一部を添付）を作

成し１２の評価項目*を定め、地域毎の達成度評価も公表している。 
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*国際標準への適合、規制監督の成熟度、エラー等の報告システム、事故調査組織

の確立、定量的なリスク評価を含む地域での評価と連携と支援、エラー等の分析

とフィードバック、監査を含めた安全マネジメントシステムの確立、規制適合と

ギャップ分析、業界でのベストプラクテイスの活用、安全戦略の関係者間の調整

と戦略の成熟度、有資格者、運行安全技術の活用 

原子力ではかような関係者全体の努力目標をロードマップを用いて進

める事が出来ていない。背景には、規制の独立性という formality に関

する拘り（何の為の独立かを忘れた議論）、航空のようにその技術の活

用に関する合意の欠如などがあろう。しかし、福島事故を経験した日

本が先頭を切って、規制もメーカーも事業者も一体となったロードマ

ップを作成し、目標に向けた達成度の定量評価を行う事が将来は考え

られて良いのではないだろうか。 その際に、体制と努力に関する事

項（アウトプット：事務局提案のロードマップはこちら）とアウトカ

ムとしての原子力安全の両方を扱う必要。 

 

２．報告書で気になる見方/認識（とそれに基づく記述） 

 

１） 低頻度の事象を見逃さない網羅的なリスク評価（３章ほか）とのタイト

ル。後で更に PRA だけに依拠しない重層的なリスク評価必要との立場が

書かれているので良いが、PRA を含め低頻度の事象を見逃さない網羅的リ

スク評価が可能という楽観論には疑問がある。Unknown unknows もある。

３章ではこれに続いて冒頭で福島事故がでてくるので、福島事故を例に

とると、「見逃した」あるいは書かれているように「リスク評価が欠如」

とするのが妥当かどうか疑問[註]。「見逃した」のではなく、大きな不確

かさの前に迅速な意思決定ができず、クリフエッッジへの認識も弱かっ

た、専門家間でも「連続的な辷り」について意見の相違があったと認識 

２） レジリエンス：事後の回復ばかりが考えられているが、スムースな回復

には事前の予測と防護が必要 [prevent-prepare-respond-recover] 

３） 価値観を共有して対話をすることでリスクコミュニケーションが巧く行

くとの議論は疑問。リスクある技術の利用に関する異なった見方は価値

観の相違にも起因する。同じ価値観を持つようにしむける事は不可能。

国際機関は sustainable development が世界共通の価値観だと思ってい

るが、「開発重視」との批判がある。別に技術が進歩してゆく必要は無い、

自然と一体でありたいというのも価値観 

４） 日本での外因事象 PRA は 90 年代に JAEA で活発に行われ、そのベース

となる機器の fragility に関するデータベースも諸外国に比して大規模実

験を含め多数得られている。日米 PRA round table でも恰も日本が殆ど

何もしてこなかったかのような発言もあったが、公的機関ではかような

努力がされた。その手法と知見は、不確かさが大きいとの理由から事業

者での活用に旨く繋がらなかった。安全研究の項でこの点への反省と今

後への方策があって良い。 
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[註] 

（１）東電は津波 PRA で 10m を超える津波が襲う確率を 2006 年に評価して試計算として

公表していた (ICONE14-89183, 2006)。土木学会も 2002 年以降確率論的津波評価手法の

整備を行ってきて 2007 年 logic tree 論文を含めた基準案も作成されていた 

（２）更に、2008 年には三陸沖の震源を仮想的に福島沖に置くことで（決定論的評価）

15.7m という津波高さを算定していた 

（３）地震本部地震調査委員会の地震活動長期評価報告(2002 年７月)で三陸から房総沖

に至る広い領域で津波地震がどこでも生じるとしたことで予測されたとの意見もあるが、

この報告では最大M8.2を過去の例として例示したが、3.11のM9.1とは大きく異なるし、

multi-segment fracture を予測という訳でもない 

（４）松澤「なぜ東北日本沈み込み帯で M9の地震が発生しえたのか？ われわれはどこ

で間違えたのか？」（岩波、「科学」2011 Vol.81 No.10）で書かれているように、地震学

者の間では福島沖の連続的な辷り説が支配的な考えであった可能性 
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 ޕࠆߔ┙⏕ࠍߺ⚵઀ߚߒ

3.a� ࿖ߪᴺᓞߩᡷᱜࠍⴕޟߡߞ౏ᱜߥᢥൻࠍ┙⏕ߩޠᡰេࡦࡊ࡯ࠝޔߒႎ
๔ࠪࠬࠍࡓ࠹ᅑബޔߦ߽ߣߣࠆߔ෼㓸߇࠲࡯࠺ߚࠇߐ⥶ⓨ቟ోߩะ਄߼ߚߩ
 ޕࠆขࠍ⟎଻⼔ភߦ߁ࠃࠆࠇࠊ૶ߌߛߦ

4.a�  ICAO ╙ 13 ઃዻᦠߩේೣ޿ߥ޿ߡߒ┙⏕ࠍ࿖ޕࠆߔ┙⏕ࠍࠇߎޔߪ
޽ዉ౉ߩ❰⚵ᩏ⺞┙⁛ߥ౏ᱜߚߌฃࠍ✵⸡ኾ㐷ޔߜᜬࠍ▚੍ߥㆡಾޔߚ߹
ၮߦ቟ో൘๔ޕࠆߖߐቢੌࠍࠇߎޔߪ࿖޿ߥ޿ߡߒቢੌߛ߹ࠍ↪೑ߪ޿ࠆ
 ޕࠆขࠍ⟎ភ߈ߠ

5.a� ᣢሽߩ࿾ၞࠍࡓ࠭࠾ࠞࡔߩߣߏၮࠍ⸘⸳ߦⴕࠍࠇߎߡߞ⊒ዷޔߖߐᢛวᕈߩ
ଦㅴࠍ࿑ޕࠆ 

5.b� េഥࠍᔅⷐࠆߔߣ࿾ၞߦኻࠆߔⴕേߩఝవᐲࠢࠬ࡝ࠍ⹏ଔߦၮߡ޿ߠቯ
 ޕࠆ߼
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6.c� ᬺ⇇ో૕ࠍ൮฽ࠆߔ౒᦭ࠗ࠻ࡦ࠺ࠪࡦ㧛ࠛߣ┙⏕ߩࠬ࡯ࡌ࠲࡯࠺࡯࡜⛔วൻࡦࡊ࡯ࠝޕႎ๔೙ᐲߩ೑ὐߩታ⸽
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11.a� ᳃㑆⥶ⓨャㅍߩᚑ㐳੍᷹ߦኻߥ⊛⛯⛮ࠆߔ⥶ⓨ
቟ో⛽ᜬߩ߼ߚߩⷐ᳞ࠍ⏕⹺ࠆߔ㧔⺖㗴ߩࠬ࡯࠰࡝ߣ⺞
๺㧕ޕ 

11.b� ㆡಾߥᢙߩ᦭⾗ᩰ⠪ࠍଏ⛎ߩ߼ߚࠆߔ
 ޕࠆߔታᣉࠍ↹⸘

11.c� ੱ⊛⾗Ḯ⸘↹߇චಽߥ㊂
⹺⏕ࠍߣߎࠆ߈ߢ⛎ଏࠍຬੱߩ
┙⏕ࠍࠬ࠮ࡠࡊᩏ⋘ߩ߼ߚࠆߔ
 ޕࠆߔ

11.d� ㆡಾߥᢙߩ᦭⾗ᩰ⠪ࠍଏ⛎ੱߩ߼ߚࠆߔ⊛⾗Ḯ⸘↹ޕ 

12.a� ಽࠆ޿ߡߞ߆ᛛⴚ⊛ࠡࠍࡊ࠶ࡖ⏕⹺߇⇇ᬺޕࠆߔදജޔߡߒᛛⴚࠅࠃߦ
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12.b� ቟ోะ਄ߦ߼ߚߩ㐿⊒ߚࠇߐᛛⴚࠍዷ㐿ޕࠆߔ 

12.b� ᛛⴚ⊛ࠡࠍࡊ࠶ࡖၒߩ߼ߚࠆ߼ᣇᴺߺ⚵ࠍㄟޕ߻ 

ਛᦼ 

1.c / 2.b�  ICAO USOAP ࿖㓙ޔࠅࠃߦଔᚻᲑ⹏ߩห᭽ઁߩߘߪߚ߹
SARPs ᡰࠆࠃߦ⺞࿖㓙දߓᔕߦᔅⷐޕࠆߔ࡯ࡘࡆ࡟ߦ⊛⛯⛮ࠍㆡวߩ߳
េࠍឭଏޕࠆߔ 

3.b� ࠡࠆߔ㑐ߦ⟎ᴺ⊛ភߩ࿖ߩ߼ߚࠆߔᅑബࠍࡓ࠹ႎ๔ࠪࠬࡦࡊ࡯ࠝ
ICAOޔߦ߼ߚࠆߔቯ․ࠍࡊ࠶ࡖ ࠍࡊ࠶ࡖࠡޕ㐿ᆎࠍክᩏߩᵴേߩ࿖߇
ၒࠍ↹⸘ߩ߼ߚࠆ߼૞ᚑޕ 

3.c� ࿾ၞ⊛቟ోߩ࠲࡯࠺✚ว⊛ᬌ⸛ 
3.d� ႎ๔ࠪࠬ࠲࡯࠺⊛⇇࿖㓙౒᦭㧛਎ߩ࠲࡯࠺
 ޕታ⃻ࠍࡓ࠹

4.b� ⽿છㅊ᳞ޔߊߥߪߢ߼ߚߩ੐᡿㒐ᱛߩ⊛⋠߁޿ߣਅޔߦ቟ో࠲࡯࠺଻
 ޕࠆߌ⸳ࠍߺ⚵ᴺ⊛ᨒߩ߼ߚߩ⼔

4.c� ੐᡿ߦ࠻ࡦ࠺ࠪࡦࠗߣ㑐ࠆߔ࿖㓙දജߣᖱႎ౒
᦭ޕࠆߔ┙⏕ࠍ 

࿑ 1.4 㧙 ਎⇇⥶ⓨ቟ోࡊ࠶ࡑ࠼࡯ࡠ 
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